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予算のあらまし
-椴会計予算は37億2, 580万円

｢太陽が光りかがやく水とみどりの調和した,安心して暮らせるまちづくり｣に向けた,平成19

年度各会計予算が決まりました｡二股会計予算を主にその概要についてお知らせします｡

地方消費税交付金自動車取得税

債2, ,.2霊, (03004;｡iミ%5) 8iO万
県支出金

地方譲与税
1億3, 500万円

(3.6%)

町　債

1億6, 630万円(4. 5%)

害!星雪国

地方交付税
13億6, 264万円

(36. 6%)

※町民一人当たりの町税額

約91,213円

町民一人当たりの歳出額
約335, 779円

(平成19年4月1日現在11,096人)

函
国庫支出金5,641万円(1.5%)

依存財源その他

7/｢　　4･270万円
(上1%)

町　税

10億1,210万円

(27. 2%)

町民税　　　4億5, 502万円

固定資産税　4億了, 526万円

軽自動車税　　2, 379万円

たばこ税　　　5, 803万円

繰入金
2億8, 787万円

(7. 7%)
1億9, 244万円

諸収入　/ (52%)

繰越金
1億2, 000万円(3. 2%)

自主財源その他了, 532万円(2. 0%)

分担金及び負担金　5, 159万円

使用料及び手数料　2.191万円

財産収入1 82万円
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｢
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っ
て
い
ま
す
｡
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〉誌　会　費　　　　　　8,348万円

¥総　務　費　　　　6億8,268万円

総務管理費　　　5億　585万円

徴　税　費　　1億1,377万円

戸籍住民基本台帳費　　4, 2 6 5万円

など

民　生　費　　　　7億4,554万円

社会福祉費　　　4億7,222万円

児童福祉費　　　2億7.288万円

など

衛　生　費　　　　6億1,259万円

保健衛生費　　　2億9,830万円

清　掃　費　　　3億1,429万円
"農林水産業費　　1億7, 56 9万円

商　工　費　　　　　　1.425万円

その他
1, 925万円

(0.5%)

(9 2%) /ニ江漢///二籠円(2 3%)
3億4, 082万円

公債費

教育費
4俵4, 558万円

(12. 0%)

土　木　費　　　4億2･209万円　　　　消防費

土木管理費　　　　　5,537万円

道路橋りょう費　　　6,921万円

都市計画費　　　2億9,66 1万円

など

消　防　費　　　1億9,808万円
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河内町は､ ｢住民がやすらぎをもち,安心して暮らせるまちづくり｣ ｢太陽と水と線の農業空間を活かした

より魅力あふれるまちづ<LJ｣ ｢明日を見据えた人とこころを育d3まちづくり｣ a 3つの基本理念としてまち

づくりに取組み､基本計画を定めています｡その頃日ごとに今年度行う主な事業を紹介します｡

平成19年度の主な事業概要

○生活環境の向上

ごみ処理　　　　　　　　　　　　　　　　　　消防･防災

･龍ヶ崎地方塵芥処理組合分担金　　21 , 460万円　　･稲敷地方広域市町村圏弼努組合消防費負担金14,了30万円

･塵芥処理収集事業　　　　　　2, 149万円　航空機騒音対策

･新清掃工場関連施設分担金　1･ 650万円　･生活環境改善事業(民家防音)　　5, 005万円

し尿処理
･龍ヶ崎地方衛生組合分担金　　　5, 429万円　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

･合併処理浄化槽設置整備事業　　　430万円

iI

(I(,;../　　, .

l｡農業の原典　　　　　　　　　　　]

･水田農業構造改革対策町単独奨励金2, 000万円

･町特産物P R活動事業　　　l 400万円

商業の振興
･信用保証料補給金(自治金融)　499万円

･町商工会補助金　　　　　　　　　400万円

学校数春
･給食調理業務委託　　　　　　　　3, 396万円

･耐震診断調査設計等委託(中学校) 1, 908万円

･チ-ムティ葛チンク(小中学校)  1,096万円

･小学校施設整備事業　　　　　　　　674万円

･外国人講師派遣業務　　　　　　　　486万円

･スク-ルバス運行事業(小学校)　　480万円

町道維持補修工事

町道舗装新設改良工事

コミュニティパス運行事業

4, 000万円

2, 000万円

681万円

･中学生海外派遣視察研修　　　308万円

･学校統合交流事業　　　　　　　了0万円

青少年の健全育成
･子ども教室推進事業　　　　　436万円

伝統文化･地域文化
･いきいき祭り補助金　　　　　了00万円

醐富㌢盤茅E



○福祉･保健の向上

地域福祉
･町社会福祉協議会輔助全

児童福祉
･保育所運営費

･次世代育成支援金

･放課後児童健全育成事業(児童クラブ)

高齢者福祉
･老人保護措置費

･シルパ-人材センタ-運営補助金

･外出支援サ-ビス事業

･敬老福祉大会事業

･愛の定期便事業

･ ヽ･ ●　●

2,了52万円

19,153万円

1,128万円

806万円

1, 368万円

400万円

300万円

290万円

105万円

障害者福祉
･障害福祉サ-ビス費

･地域活動支援センタ-事業

･補装具給付事業

･日中一時支援事業

保健･医療
･医療福祉費(マル福)

･総合健康診杏等委託

･予防接種等委託

･病院群輪番制病院運営費

-劇=,中子J年

4, 591万円

521万円

20了万円

115万円

5, 5了9万円

1, 625万円

6了8万円

28了万円

禽,

I::･l･･ ′∵､･一席翻､▲… ､

上田三門鞘判千割L昌
': T雪1

会　　　計　　　別

-　　般　　会　　計 37億2, 580万円 37億5, 181万円

国民健康保険特別会計

老人保陸特別会計

介護保険特別会計

介護サ-ビス事業鰐別会計

下水道事業特別会計

水道事業会計

･収益的収入及び支出

･資本的収入

･資本的支出

13億6. 654方円

10億9, 138方円

5億8, 6了8方円

9g9方円

4億6, 603万円

2億7, 984万円

1. 354方円

1億5, 201方円

1 1億9. 669万円

1 1偲2, 230方円

5偲5, 183方円

5. 481方円

5億3. 478万円

2億8. 514方円

395万円

8, 549方円

1億6, 985方円

△3, 092方円

3, 495方円

△4, 482方円

△6, 8了5方円

△530方円

959万円

6, 652万円
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ご宿細ですか? ｢餞別高醗着陸援制度｣

茨城県後期高齢者医療広域連合通信　Vol. 1 ,,-i..

･平成2 0年4月より後期高齢者の医療保険制度が変わります!

平成1 8年6月の健康保険法等の改正に伴い,平成2 0年4月1日から新たな｢後期高齢者医療制度｣が始

まります｡これにより,後期高齢者は現在加入している国保や社保(被扶養者を含みます｡)を脱退し､後期

高齢者医療制度に加入することになります｡対象となる方は次の方です｡

平成20年4月1日現在

①7 5歳以上の者

②6 5歳以上7 5歳未満の者で,葛定の障害を持ち,広域連合長が認めた者

･茨城県後期高齢者医療広域連合の設立

後期高齢者医療制度に関する事務を広域にわたり処理するため､県内すべての市町村で組織する｢茨城県後

期高齢者医療広域連合｣が設立されました｡現在､後期高齢者医療制度施行に同けた準備に取り組んでおり､

平成1 9年度中に必要な事項を決定していきます｡

今後､後期高齢者医療制度の内容について随時紹介していきます｡

･茨城県後期高齢者医療広域連合の組織と市町村との連携

茨城県後期高齢者医療広域連合は.県内すべての市町村が加入し.後期高齢者医療に関する事務を広域にわた

り処理するための｢特別地方公共団体｣です｡茨城県後期高齢者医療広域連合は,後期高齢者医療制度全体の財

政を運営していく組織です｡後期高齢者の方の各種申請等の窓口取扱いは,現在と同様に市町村が行います｡

被保険者 亰H顥�ﾈ苹9�,ﾉ�ｸﾏｲ��2��ｨ�｢�耳�ｨ�｢��ｨ�｢�市町村 ��

(後期高齢者) 剏繩厓ｗ諶ﾒ医療担当課 

◆茨城県後期高齢者医療広域連合の連絡先◆

茨城県後期高齢者医療広域連合　〒311-4141茨城県水戸市赤塚1丁目1番地ミオス1階

TH　029-309-121 1　F状　029-3O9-i 126

瑚l舛努絃完E



町民の快適な鮮度づくりの推進を目指して

優塵センター燈より
あなたの心は元気ですか?　-心と体を元気にしよう-

｢ストl/2時代｣といわれる今日へ/己､身への強いストレスを原因とするうつ病や自律神経失調症な

どが急増しています｡現代人は過酷な時代を生きているのでしょう｡人間関係､仕事､お金､子育て･ ･
･ ･ストレスの原因が思い当たらない人はますいないのではないでしょうか?こんな時代だからこそ､

いつ､たれが､心の病気になったとしても不思議ではないのです｡

春は,暖かくなり気持ちが明るくなる反面､出会いや別れの季節でもあるためへ　ストレスを感じや

すい季節ともいえます｡卒業や進学､転勤や人事異動などで環境が変化することが多いので､大人で

も子供でもなんとなく不安な気持ちになるものです｡

だからこそへ　自分の心の健康を自分で守ることが大切になってきます｡ストレスを惑じたらへ　意識

的に気分転換を図りましょう｡気分転換の方法は､人それぞれあるかとは思いますが､自分が〇番よ

いと感じる方法が見つかると､ /D`を強くし/i}の病気を防いでくれるのですo

簡単にいつでも出来るリラックス法いろいろ(ストレスで体が硬くなるので,体のコリをほぐしましょう)

朝起きたとき･ i i

①全身伸ばし:手の指から足のつま先まで<葛んと気持ちのよいところまで伸ばす｡その後すうっ

と力を抜く｡これを5回くらい繰り返す｡

②軽い腹筋:あへそをのぞく程度の腹筋をする｡手のひらは床につiナたまま､首を持ち上げるよ

うにする｡数秒保って戻す｡

車の中で･ ･ ･ i

①ハンドルを両手で握り､ひじをしっかり伸ばし､ハンドルを押すようIこする｡背筋も伸ばす｡

家の中で･ ･ ･ i

①足の上げ下げ:横になってひじをつきへ　片手で頭を支える｡もう-方の手は床につiナ体を安定させ

る｡膝を伸ばしたまま､片足を数回上げ下Iプする｡

②股関節伸ばし:あぐらをかくようにしてへ　両足の裏を合わせるようにする｡両手で足のつま先をつ

かみ､両膝を床につけるような気持ちで股関節を伸ばす｡

外で･ ･ ･ ･ ･ ･

①歩　　く:背筋を伸ばし､腕を大きく振りながら歩くと効果抜群です｡お天気のよい日にのん

びり散歩する事もリラックスI乙は最高でしょう｡いつもの道でも､歩いてみると､

いろいろな発見があるものですよ｡

体のなかから･ ･

①腹式呼吸:ゆっくり5秒くらいかiナてロから息を吐く｡息を

吐ききったらそのまま3秒ほど休む｡今度はゆっ

くり嘉から吸い込d3.�.ｨ/�X���ﾄ畠]H+z�

つぼ･ ･ ･ ･ i ･

①つまようし刺激:つまようしを10-20本くらいを東iこして輸ゴムで

とめる｡尖ったほうで､手のひらや､頭皮などを

軽く痛みがある程度に押す｡

/i;戯かわg
I/'-/覚/0Z/ /ノ! (l()工テ7)
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◆問合せ先◆

河内町長等3689-1

河内町教育委員会事務局生澄学習G

曾029了-84-2843 (中央公民館内)

自己の充実･啓発や生活の向上のために､自発的に自分にあった方法で生涯を
通じて行う学習･ i ･それが『生涯学習』です｡
『生涯楽習のとびら』では.定期的に生涯学習に関する情報(案内や結果など)

を提供､お知らせしていきます｡

第7回河内町ス柿少ふれあいまつり
期　　日:平成19年3月11日(日)

会　　場:トレーニングセンタ-

主　　催:河内町スポーツ少年団

内　　容:掃除･ドッジボ-ル･昼食･

ウルトラクイズ･表彰

当日は雨天のため,予定していた中央公民館周辺の空き

缶拾い･キックベ-スばトレーニングセンターの掃除･

ドッジボ-ルに変更になりましたが､町内6つのスボ少の

指導者､団員､保護者が交流を深めることができました｡

河内町歴史講座
期　　日:平成19年3月11日(日)

会　　場:中央公民館

主　　催:河内町教育委員会

講　　師.鈴木久先生(河内叩文化財保護審議委員)

演　　題: ｢利根水運と河内の文化　一二茶と-白､

赤松宗旦.海保可川をめぐって一｣

講演は､町外(印西市･取手市･龍ヶ崎市など)

から約/10人が参加しました｡歴史上の著名人と本町

出身者の関わりや利根水運と藤蔵河岸や十里河岸な

どの関係を鈴木先生がわかりやすく説明されました｡

参加者は,時折りメモを取るなどして熱心に耳を

傾けていました｡

平成19年度には2回の講演を予定しています｡皆

様の参加をお待ちしています｡

胸〆雪,署続茅I!



もつと向を合っていいんじゃな●､?

範霜霞閏噛F寄重違"連繋轟く診受診趣こう!｣E闇巧守

純子か一指にすこす時間.綻く1きっていませんか?

家板の約束毒として請謁時間や遊床時間を渋めたり､
胡こl事んを-鱈lここa時間を作る1ちと.できるa=ろから

家脹一緒lこ生活IJ>.ムの向上lこ努める横雲を作りきしd:う｡

持iこ､｢3のつく目｣は､子こもを克つ俄I暮しよう｡

書手こ--ブギしっ万､I⊃見つめるとへ

その工l' r3音　T_Tの考化,I)¥しう

-ヂともの不安や　11みに下)く=|つくこと/t),て≡

~曇る<fLrや7)¥なニことt.の生,毒のIこめに

もつと　-丁とモノを,嘱.つめよう　'｣

茨城県南生涯学習センタ-では,平成19年度茨城県弘道館
アカデミ-前期県民大学の受講生を募集しています｡

間一- ---〇一一--
〇 〇〇〇〇二三~ ~一一二~　　　　　　三~ ~

〇〇〇回1〇回"剛　〇°-軸〇〇〇〇

･さ-巾

:　　三と罰点同封　　｣

指織の縛摸千千crnJの宇田
-"寡-=費掃き臆○○

◆お申込方法◆
･往復はがき(往信用に氏名､性別､年齢､郵便番号､住所､電話番号､受講希望講座名を､返信用iこ

申込者の郵便番号､任所､氏名を明記し､ 〒300-0036土浦市大和町9-1茨城県県南生涯学

習センタ-学習振興課苑に郵送)
･ホ-ムぺ-ジ(http://Ww. kennan.gakusyu言bk. ed. ｣P/)

◆申込期間◆4月6日(金) -5月11日(金) (当日消印有効)

◆あ問合せ先◆県南生涯学習センタ-学習振興課

丁E｣O29-826-1 722 (休所日の日曜日を除き､午前9時一午後9時)

※詳細のパンフレットは中央公民館に置いてあります｡

国絡浮,台,/朝

｢

護
ち
ゃ
ん
と
-
き
て
い
る
か
な
?



19年4月から

小児慢性特定疾患の方も支給対象に

平成19年4月から｢河内町難病患者支援費｣の支給制度が-部改正され｢小児慢性特定疾憲

医療券｣をお持ちの方も対象Iこなります｡

これは､難病患者の皆さんの闘病とその保護者の方の苦労に報いるとともに､難病の皆さん

iこ対する社会的理解を深め､福祉の増進を図ることを目的に行われるものです｡

◎受給資格

河内町に在住し､茨城県から発行された｢一般特定疾患医療受給者証｣又は｢小児慢性特定

疾患医療券｣をお持ちの方へ　又はその保護者の万

◎申請方法
一般特定疾患医療受給考証又は小児慢性特定疾患医療券､印鑑､預金通帳等振込先のわかる

ものを持参のうえ､河内町保健センタ-で申請してください｡

◎支援費

月額3, 000円

※原則として申請のあった日の属する月から支給の対象となります｡

◎支給方法

毎年9月と3月iこ指定の金融機関Iこ振り込みます｡

◆問合せ先◆　河内町保健センタ-　正し84-4486

.,,.-,離｡鰐盤嘉B
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一河内印譜指大作戦-
｢太陽と水と緑の

美しい町づくり｣のためiこ

スボ岳¥|を通||鍵魔|元素Iこ!へ第12回高齢者スポーツまつりへ

_圏, I _ -.閣議堅亘欝'...�yyXｩ网貞��ﾙws｢r��捧?�蓿

翫fl籠璽踵8蛍蔀駒uo臨

(写真:金江津小学校入学式より)
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屍骸かわぢ
I/�ﾒ�l`/Z/: /〃 (I/I /,テ/J題

3
月
4
日
､
今
年
度
2
回
目
と
な
る
　
｢
河

内
町
清
掃
大
作
戦
｣
　
を
町
内
各
地
区
で
実
施

し
ま
し
た
｡

こ
の
活
動
は
､
近
年
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
が

非
常
に
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
､
霞
ケ

浦
･
北
浦
地
域
清
掃
大
作
戦
と
し
て
実
施
さ

れ
て
い
る
も
の
で
す
｡

今
回
も
､
各
地
区
か
ら
多
く
の
参
加
者
が

あ
り
､
早
朝
か
ら
1
日
か
け
て
ゴ
ミ
拾
い
が

行
わ
れ
ま
し
た
｡
今
回
の
清
掃
で
､
可
燃
ゴ

ミ

-

･

-

ト

ン

､

不

燃

ゴ

ミ

5

･

5

9

ト

ン

､

粗

大

ご

み

-

･

0

-

ト

ン

と

合

計

7

･

7

ト

ン
の
ゴ
ミ
が
集
め
ら
れ
ま
し
た
｡

こ
れ
か
ら
も
､
｢
太
陽
と
水
と
緑
の
美
し

い
町
づ
く
り
｣
　
実
現
の
た
め
､
皆
様
の
御
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
｡群

｢

年
齢

田

　

町

軸

門

,

6

3
月
2
3
日
､
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
_
 
2
回
目

と
な
る
　
｢
高
齢
者
ス
ポ
-
ツ
ま
つ
り
｣
　
が
開

か
れ
ま
し
た
｡

当
日
は
､
好
天
に
恵
ま
れ
参
加
者
は
各
競

技
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
､
ス
ポ
ー
ツ
を
通

し
て
充
実
し
た
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
｡

長
寿
社
会
に
お
い
て
は
､
心
身
と
も
に
健

康
で
か
つ
生
き
が
い
を
も
っ
て
生
活
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
｡
　
｢
寝
た
き
り
ゼ
ロ
｣

を
目
標
に
､
い
つ
ま
で
も
元
気
に
過
ご
し
て

く
だ
さ
い
｡

1
9
年
春
､
町
内
の
小
･
中
学
校
で
は

1
9
-
人
の
　
｢
新
一
年
生
｣
　
が
誕
生
し

ま
し
た
｡

在
校
生
や
保
護
者
の
見
守
る
中
で
の

入
学
式
で
は
､
緊
張
し
た
表
情
の
新
一

年
生
が
印
象
的
で
し
た
｡
早
く
新
し
い

生
活
に
慣
れ
て
楽
し
い
学
校
生
活
を
送
っ

て
く
だ
さ
い
｡

生
坂
小
学
校

源
清
田
小
学
校

長
竿
小
学
校

金
江
津
小
学
校

河
内
中
学
校

金
江
津
中
学
校



◇固定資産税1期〈〉

◇国民健康保険税1期◇

◇介護保険料1期◇

徴収日は5月1日です

広~磁かわぢ
平成19牢｣ノI (la｣67)

生
活

自
動
車
税
は
納
期
限
(
5
月
3
 
1
日
)

ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
I
･

自
動
車
税
は
､
毎
年
4
月
1
日

現
在
の
所
有
者
　
(
登
録
名
義
人
)

に
課
税
さ
れ
ま
す
｡

納
税
通
知
書
が
届
き
ま
し
た
ら

5
月
3
 
1
日
ま
で
に
納
税
し
て
く
だ

さ
い
｡ま
た
､
今
年
か
ら
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
も
自
動
車
税
を
納

め
ら
れ
ま
す
｡
こ
れ
に
伴
い
､
市

町
村
窓
口
で
は
納
税
で
き
な
く
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
｡

な
お
､
身
体
障
害
者
等
の
方
で

一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
は
､

申
請
に
よ
り
税
を
減
免
す
る
制
度

が
あ
り
ま
す
｡
た
だ
し
､
納
期
限

(
5
月
3
 
-
日
)
　
ま
で
に
減
免
申
請

書
等
の
提
出
が
な
い
と
､
減
免
さ

れ
ま
せ
ん
｡

詳
し
く
は
､
県
税
事
務
所
に
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
｡

問
合
せ
先

稲
敷
県
税
事
務
所
収
納
課

皿
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2

9

-

8

9

2
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6

1

1

2

6

1

1

3

法
的
な
困
り
ご
と
は

法
テ
ラ
ス
へ

法
テ
ラ
ス
は
､
全
国
ど
こ
で
も

法
的
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
す
る
た
め

の
情
報
や
サ
-
ビ
ス
を
受
け
ら
れ

る
社
会
を
目
指
し
て
い
ま
す
｡

正
式
名
称
は
日
本
司
法
支
援
セ

ン
タ
-
で
す
｡
｢
法
で
社
会
を
明

る
く
照
ら
し
た
い
｡
｣
　
｢
皆
様
が
く

つ
ろ
げ
る
陽
当
た
り
の
よ
い
テ
ラ

ス
の
よ
う
な
場
所
に
し
た
い
｡
｣

と
い
う
思
い
を
込
め
て
法
テ
ラ
ス

と
名
付
け
ま
し
た
｡

国
民
の
皆
様
に
､
｢
法
律
の
困

り
ご
と
は
一
人
で
悩
ま
ず
､
い
つ

で
も
相
談
で
き
る
窓
口
が
あ
る
こ

と
｣
　
｢
司
法
が
身
近
に
あ
る
と
い

う
こ
と
｣
　
を
実
感
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
｡

｢
友
達
に
お
金
を
か
し
だ
が
返

し
て
も
ら
え
な
い
｣
､
｢
訪
問
販
売

で
高
額
な
商
品
を
買
い
後
悔
し
て

い
る
｣
　
な
ど
の
法
的
ト
ラ
ブ
ル
に

巻
き
込
ま
れ
た
陳
に
､
｢
ど
の
よ

う
な
制
度
が
あ
る
の
か
わ
か
ら
な

い
｣
､
｢
ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
い
い

の
か
わ
か
ら
な
い
｣
　
と
お
困
り
に

な
っ
た
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
｡

そ
の
よ
う
な
こ
と
で
お
困
り
の
と

き
は
､
迷
わ
ず
法
テ
ラ
ス
に
お
電

話
く
だ
さ
い
｡

ま
た
､
法
的
ト
ラ
ブ
ル
か
ど
う

か
わ
か
ら
な
い
方
も
､
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
｡

法
テ
ラ
ス
の
専
門
オ
ペ
レ
-
タ
-

が
､
お
問
い
合
わ
せ
内
容
に
応
じ

て
､
法
制
度
や
相
談
機
関
･
団
体

等
を
紹
介
し
ま
す
-

法
テ
ラ
ス
電
話
番
号
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0
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0

7

8

3

7

4

平
日
　
午
前
9
時
-
午
後
9
時

土
曜
　
午
前
9
時
-
午
後
5
時

※
　
｢
o
5
7
0
｣
　
は
､
ナ
ビ
ダ
イ

ヤ
ル
の
番
号
で
す
｡

法
テ
ラ
ス
で
は
､
全
国
で
均
一

な
サ
-
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
､

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
を
使
用
し
て
い
ま

す
｡※
P
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S
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-
P
電
話
か
ら
は
､

o
3
-
6
7
4
5
-
5
6
0
0
に
お
電

話
く
だ
さ
い
｡

±
h
H
p
:
/
/
w
w
.
h
o
u
l
e
r
a
s
u
.
o
r
.
j
p

募
集

平
成
1
 
9
年
度
茨
城
県
職
員

採
用
上
級
試
験

募
集
職
種
･
採
用
予
定
人
員
等

の
詳
細
に
つ
い
て
は
5
月
エ
ロ

(
火
)
　
か
ら
配
布
す
る
試
験
案
内

を
ご
覧
く
だ
さ
い
｡
な
お
､
茨
城

県
人
事
委
員
会
の
H
P
で
も
公
表

し
ま
す
｡

日
時
　
(
一
次
試
験
)

平
成
_
 
9
年
6
月
2
4
日
　
(
日
)

午
前
8
時
3
0
分
-
午
後
4
時
1
 
0
分

応
募
資
格

昭
和
5
4
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
6
 
-

年
4
月
-
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

※
一
部
資
格
を
必
要
と
す
る
職
種

等
は
こ
れ
に
よ
ら
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
｡

試
験
会
場

人
事
委
員
会
で
指
定
し
ま
す
　
(
水

戸
市
内
)

今
申
込
方
法

申
込
書
は
各
県
地
方
総
合
事
務
所

や
県
税
事
務
所
等
で
配
布
し
ま
す
｡

詳
し
く
は
茨
城
県
人
事
委
員
会
H

p
を
ご
覧
に
な
る
か
､
電
話
で
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
｡

申
込
締
切

【
郵
送
･
イ
ン
タ
-
ネ
ッ
ト
の
場
合
】

5
月
8
日
　
(
火
)
-
2
3
日
　
(
水
)

【
持
参
の
場
合
】

5
月
_
 
7
日
　
(
木
)
-
2
3
日
　
(
水
)

申
込
先
又
は
問
合
せ
先

茨
城
県
人
事
委
員
会
事
務
局

Ⅲ

o

2

9

-

3

0

-

-

5

5

4

9

冊
h
二
D
‥
¥
¥
D
｢
e
｢
i
b
a
｢
k
i
二
〇
¥
b
∈

k
y
o
k
u
/
=
n
k
a
i
/
j
i
n
j
i
/

茨
城
県
育
成
奨
学
生

･
茨
城
県
奨
学
生
募
集

優
良
な
生
徒
･
学
生
で
あ
り
な

が
ら
､
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学

困
難
な
人
を
対
象
に
無
利
子
奨
学

資
金
の
貸
付
を
い
た
し
ま
す
｡
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(
卒
業
か
ら
6
カ
月
経
過
後
1
 
0
年

以
内
に
年
賦
又
は
半
年
賦
返
還
)

対
象
者

①
茨
城
県
育
英
奨
学
資
金

高
校
(
特
別
支
援
学
校
含
む
｡
)
i

専
修
学
校
高
等
課
程
　
(
修
業
年
限

2
年
以
上
)
　
の
生
徒

貸
与
月
額

国
公
立
1
8
･
0
0
0
円

私

立

　

3

0

･

0

0

0

円

(
自
宅
外
は
各
5
･
0
0
0
円
加

算
)②
茨
城
県
奨
学
資
金

大
学
･
短
大
の
学
生
　
(
学
部
の
み
)

貸
与
月
額

自

宅

　

3

6

･

0

0

0

円

自
宅
外
4
0
･
0
0
0
円

応
募
資
格

茨
城
県
内
居
住
者
の
子
弟
｡

(
学
業
成
績
及
び
家
計
状
況
な
ど

の
条
件
が
あ
り
ま
す
｡
県
奨
学
資

金
の
実
施
す
る
他
の
奨
学
資
金
等
､

母
子
寡
婦
福
祉
資
金
の
修
学
資
金

及
び
日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学
金

と
の
併
給
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
｡
)

募
集
人
数

①
茨
城
県
育
英
奨
学
資
金
　
2
7

o
人
程
度
　
(
予
算
の
範
囲
内
)

②
茨
城
県
奨
学
資
金
　
1
4
0
人

※
奨
学
生
選
考
審
査
会
･
委
員
会

に
お
い
て
家
計
状
況
及
び
学
業
成

績
等
に
よ
り
選
考
し
ま
す
｡

/

　

-

中
込
方
法

各
学
校
の
事
務
局
か
ら
募
集
要

項
等
を
受
け
取
り
､
願
書
､
口
座

振
込
依
頼
書
及
び
収
入
証
明
等
を

各
学
校
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
｡

県
最
終
締
切
は
平
成
-
 
9
年
5
月
2
4

日
で
す
｡
(
各
学
校
へ
の
相
談
は

4
月
中
に
お
願
い
し
ま
す
｡
)

/
申
込
み
･
問
合
せ
先

茨
城
県
教
育
庁
高
校
教
育
課

Ⅲ

o

2

9

-

3

0

1

-

5

2

4

5

恥

0

2

9

-

3

0

1

-

5

2

6

9

冊
三
言
‥
¥
¥
葦
W
.
①
d
三
甲
e
〇
二
b
雪

a
k
i
.
j
D

｢
い
ば
ら
き
営
農
塾
｣

受
講
者
募
集

県
で
は
､
茨
城
県
内
で
近
く
農

業
を
始
め
る
方
や
農
業
を
始
め
て

間
も
な
い
方
を
対
象
に
､
農
業
技

術
の
基
礎
を
体
系
的
に
学
べ
る
研

修
を
行
い
ま
す
｡

研
修
面
容
と
対
象
者

･
定
年
帰
農
者
等
支
援
研
修

(
水
稲
入
門
コ
-
ス
)

期
間
‥
6
月
1
 
9
日
　
(
火
)
-
‖
月

2
日
　
(
金
)
　
原
則
､
平
日
の
夜
間

と
土
曜
日
の
日
中
に
開
講

対
象
者
‥
農
産
物
を
販
売
し
収
入

を
得
よ
う
と
す
る
概
ね
6
5
歳
ま
で

の
方
･
営
農
支
援
研
修
　
(
A
コ
-
ス
)

期
間
こ
7
月
4
日
　
(
水
)
　
-
_
 
o
月

2
0
日
　
(
土
)
　
原
則
､
水
曜
日
の
夜

間
と
土
曜
日
の
日
中
に
開
講

対
象
者
‥
野
菜
を
中
心
と
し
た
本

格
的
な
農
業
経
営
を
目
指
す
概
ね

4
5
歳
ま
で
の
方

場
所

茨
城
県
立
農
業
大
学
校
　
(
茨
城
町

長
岡
4
0
7
0
-
-
8
6
)

/
内
容

農
業
基
礎
知
識
の
講
義
と
実
習

､
定
員

定
年
帰
農
者
等
支
援
研
修
　
(
水
稲

入

門

コ

-

ス

)

　

　

　

　

　

　

2

0

名

営
農
支
援
研
修
　
(
A
コ
ー
ス
)
_
5
名

受
講
料

無
料
　
(
た
だ
し
､
テ
キ
ス
ト
代
筆

は
受
講
者
負
担
)

受
講
申
込
み
方
法

も
よ
り
の
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
-

を
経
由
し
て
､
茨
城
県
立
農
業
大
学

校
に
申
し
込
ん
で
下
さ
い
｡

申
込
み
音
多
数
の
場
合
に
は
選
考
の

上
､
決
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
｡

¥
¥
申
込
み
締
め
切
り

定
年
帰
農
者
等
支
援
研
修
　
(
水
稲

入
門
コ
ー
ス
)5月
3
-
日
　
(
木
)
　
必
着

営
農
支
援
研
修
　
(
A
コ
-
ス
)

6
月
_
4
日
　
(
木
)
　
必
着

､
¥
問
い
合
わ
せ
先

1

~

¥

茨
城
県
立
農
業
大
学
校
　
研
修
科

Ⅲ

o

2

9

-

2

9

2

-

0

0

-

0

±

O

2

9

-

2

9

2

-

O

9

O

3

冊
h
二
p
‥
¥
¥
w
蔓
i
b
董
)
d
観
｢
害
∴
D

ご
案
内

水
戸
財
務
事
務
所
主
催
に
よ
る

財
務
行
政
懇
話
会
の
開
催

水
戸
財
務
事
務
所
主
催
に
よ
る

財
務
行
政
懇
話
会
と
国
有
財
産
に

関
す
る
行
政
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
｡
皆
さ
ま
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
｡
参
加
費
は
無
料
で
す
｡

日
時
･
場
所

平
成
1
 
9
年
5
月
2
4
日
　
(
木
)

･
財
務
行
政
懇
話
会

題
目
　
｢
日
本
の
財
政
を
考
え
る
｣

講
師
　
財
務
省
関
東
財
務
局
水
戸

財
務
事
務
所
　
田
村
正
司
所
長

午
後
-
時
3
0
分
-
午
後
3
時

河
内
町
中
央
公
民
館
大
会
議
室

･
国
有
財
産
に
関
す
る
行
政
相
談

午
後
-
時
3
0
分
-
午
後
3
時
3
0
分

河
内
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
-

農
事
研
究
室

､
問
合
せ
先

財
務
省
関
東
財
務
局

水
戸
財
務
事
務
所
　
総
務
課

Ⅲ

o

2

9

-

2

2

1

-

3

1

8

8

(
内
線
2
2
､
3
0
)

※
懇
話
会
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る

方
は
､
事
前
に
水
戸
財
務
事
務
所

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
｡

(
社
)
　
日
本
リ
ウ
マ
チ
友
の

会
茨
城
支
部
｢
4
 
1
周
年
大
会
｣

開
催
日
時

平
成
_
 
9
年
5
月
2
7
日
　
(
日
)

午
後
-
暗
く
4
時



就任された長谷Iii重男氏

擁,.諸磐添書, E

住　民
丁乱所　名

友
の
会
会
員
や
ご
家
族
の
方
々
及

び
リ
ウ
マ
チ
に
関
心
の
あ
る
一
般

の
方
々
等
ど
な
た
で
も
多
数
ご
参

加
く
だ
さ
い
｡

(
社
)
　
日
本
リ
ウ
マ
チ
友
の
会

茨
城
支
部

.

.
/
支
一
画
友

守
谷
市
社
会
福
祉
協
議
会

問
合
せ
先

事
務
局
　
担
当
二
松
本

Ⅲ

o

2

8

0

-

2

2

-

7

1

7

3

こ
と
も
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

2

0

0

7

体
験
教
室
や
ク
イ
ズ
ラ
リ
-
 
､

外
来
魚
の
試
食
な
ど
､
次
代
を
担

う
子
供
た
ち
が
霞
ケ
浦
や
環
境
問

題
に
つ
い
て
楽
し
み
な
が
ら
学
べ

る
催
し
を
､
盛
り
だ
く
さ
ん
に
用

意
し
て
い
ま
す
｡
入
場
は
無
料
で

す
｡

平
成
_
 
9
年
5
月
5
日
　
(
土
･
祝
)

午
前
9
時
3
0
分
-
午
後
3
時

日
<
`
l
=
_

茨
城
県
霞
ケ
浦
環
境
科
学
セ
ン
タ
ー

(
土
浦
市
沖
宿
町
-
8
5
3
)

問
合
せ
先

霞
ケ
浦
環
境
科
学
セ
ン
タ
-

胴

0

2

9

-

8

2

8

-

0

9

6

1

h
二
p
‥
¥
¥
量
.
k
a
s
董
i
o
O
a
こ
｢
a
雪
e

仁
i
b
雪
a
k
i
∴
p
¥

航
空
科
学
博
物
館

5
月
行
事
の
お
知
ら
せ

行
事
名
称
　
｢
図
画
工
作
教
室
｣

‖
糧
　
平
成
_
 
9
年
5
月
3
-
6
日

監
査
委
員
に
長
谷
川
重
男
さ
ん
就
任

平
成
獲
9
年
第
-
回
(
3
月
)
議
会
で
､

町
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
議
会

の
同
意
を
得
て
､
長
谷
川
重
男
氏

(
上
金
江
津
)
　
が
監
査
委
員
に
就
任

さ
れ
ま
し
た
｡

住
　
　
所
　
河
内
町
金
江
津
5
0
8
3

氏
　
　
名
　
長
谷
川
重
男

生
年
月
日
　
昭
和
-
 
6
年
9
月
-
 
5
日

囚
容
　
デ
ザ
イ
ン
､
ス
ケ
ッ
チ
､

粘
土
工
作
な
ど
の
教
室
を
行
い
ま

す
｡
そ
れ
ぞ
れ
作
り
方
､
楽
し
み

方
な
ど
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
-
が
指

導
い
た
し
ま
す
｡

ま
た
､
完
成
し
た
作
品
は
､
航

空
キ
ッ
ズ
ア
-
ト
展
に
応
募
も
で

き
ま
す
｡

行
中
名
称
　
｢
エ
ア
ラ
イ
ン
グ
ッ

ズ

･

マ

-

ケ

ッ

ト

｣

口
糧
　
平
成
_
 
9
年
5
月
3
-
6
日

囚
容
　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
-
ク
行

事
と
し
て
､
普
段
な
か
な
か
手
に

入
ら
な
い
エ
ア
ラ
イ
ン
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
グ
ッ
ズ
､
機
内
用
品
､
模
型

な
ど
を
展
示
､
販
売
い
た
し
ま
す
｡

毎
回
大
変
好
評
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
｡

行
事
名
称
　
｢
エ
ン
ジ
ン
運
転
体

験
｣
口
糧
　
平
成
_
 
9
年
5
月
3
-
6
日

内
容
　
エ
ン
ジ
ン
を
運
転
し
て
い

る
飛
行
機
に
搭
乗
し
､
そ
の
昔
､

振
動
､
匂
い
を
体
験
し
て
下
さ
い
｡

ゴ
-
ル
デ
ン
･
ウ
ィ
-
ク
を
機

会
に
､
あ
な
た
も
パ
イ
ロ
ッ
ト
-

行
事
名
称
　
や
さ
し
い
航
空
の
話

｢
航
空
業
界
へ
の
道
｣

口
糧
　
平
成
_
 
9
年
5
月
2
7
日
　
(
日
)

囚
容
　
航
空
業
界
に
従
事
し
て
い

る
人
と
し
て
パ
イ
ロ
ッ
ト
や
客
室

乗
務
員
は
花
形
の
業
務
で
す
が
､

安
全
に
飛
行
機
を
飛
ば
す
た
め
に

は
､
様
々
に
数
多
く
の
方
々
が
携

わ
っ
て
お
り
ま
す
｡

ま
た
､
航
空
機
産
業
も
裾
野
が

広
く
､
機
体
の
設
計
､
製
造
の
み

で
な
く
種
々
の
分
野
が
あ
り
ま
す

が
､
航
空
業
界
に
関
わ
り
た
い
あ

な
た
に
､
そ
の
業
務
な
ど
を
わ
か

り
や
す
く
説
明
し
ま
す
｡

こ
れ
で
あ
な
た
も
航
空
人
-
i

行
事
名
称
　
Y
s
-
1
1
展

日
程
　
平
成
_
 
9
年
4
月
3
日

-
5
月
2
7
日

向
容
　
平
成
_
 
8
年
9
月
に
､
国
内

路
線
か
ら
惜
し
ま
れ
な
が
ら
引
退

し

た

　

｢

Y

s

-

-

-

｣

　

は

､

第

2

次
世
界
大
戦
後
唯
一
の
国
産
旅
客

機
と
し
て
､
｢
日
本
人
の
手
｣
　
で

｢
日
本
の
旅
客
機
を
飛
ば
す
｣
　
と

い
う
重
責
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
｡

平
成
_
 
9
年
は
､
同
機
開
発
の
ス
タ
ー

ト
か
ら
的
周
年
に
あ
た
り
､
当
館

の
平
成
_
 
9
年
度
の
テ
-
マ
で
あ
る

m
a
d
c
 
i
n
]
a
p
i
l
n
　
"
に
ふ
さ
わ

し
い
展
示
と
し
て
､
メ
-
カ
-
の

開
発
に
お
け
る
苦
心
､
エ
ア
ラ
イ

ン
の
実
用
機
へ
の
道
の
り
な
ど
を

振
り
返
る
展
示
で
あ
り
ま
す
｡

問
合
せ
先

航
空
科
学
博
物
館

刑
0
4
了
9
　
(
7
8
)
　
o
5
5
了

用
o
4
7
9
　
(
7
8
)
　
o
5
6
0

駐
在
さ
ん
が

代
わ
り
ま
し
た

源
流
出
航
在
所

氏
名
　
林
　
智
一

住
所
　
源
清
田
-
9
3
6

Ⅲ

　

8

｣

-

2
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善意のご寄付ありがとうございました

(有)たぬま　様 常陽銀行竜崎支店　様

河内町の教育振興のために役立ててほしいと　　　町内の中学新l年生全員に防犯ブザ-を寄贈

5, 000, 000円を寄付していただきました｡　　していただきました｡

商業統計調査にご協力を!あなたの調査票が貴重です!
6月1日,商業統計調査が全国-斉に行われます｡全国の卸売業,小売業を営むすべての事業所が調査

の対象となります｡

この調査は.商業の実態を明らかにし､国や都道府県.市区町村における商業の振興､中心市街地の活

性化など流通産業施策のための基礎資料となるものです｡

5月下旬から調査員が各事業所に伺います｡

また､この調査は.統計法に基づいて実施される国の重要な調査です｡提出された調査票を､統計上の

目的以外に使用することはありません､｡皆様のご協力をおねがいします｡

◆問合せ先◆役場経済課統計係　丁乱84-21 1 1(内線1 51)

5月1日から7日までは憲法週間です
5月3日の憲法記念日を中心に5月l日から7日までの1週間を憲法週間とし,関係機関では人権尊重思想

の普及高揚に努めています｡

基本的人権の尊重は日本国憲法の重要な柱の二つであり､すべての人の人権が尊重される社会が実現されな

ければなりません｡

憲法週間に当たりへ　身近で起こる差別や偏見について｣人二人が考え,人権尊重の意識を高め,豊かな人間

関係をつくりましょう｡

人権問題でお困りのときは.最寄りの法務局の人権相談所または人権擁護委員までご相談ください.

旨てよう　〇人〇人の人権意識

子どもの人権を守ろう

男女共同参画社会を実現しよう

高齢害を大切にする心を育てよう

国際化時代にふさわしい人権意識を富てよう

相談窓口(連絡先)

竜ヶ崎人権擁護委員協議会　Ti､10297 (64) 2607

河内町社会福祉協議会　　　Tl'iO297 (84) 2830

圧殺かわち
I/<-/要lの'/ lノ] (1のl.テ7J

水戸地方法務局

茨城県人権擁護委員連合会



定　例　梱　談

心配ごと相談

日　　時　5月1日的　午前10時一正午

5月15日的　午前10時一午後3時

場　　所　公民館第2分館
問合せ先　河内町社会福祉協議会
合84-2830

教育相談

日　　時　月･水･木曜日　午後1時一5時

場　　所　教育委員会事務局
問合せ先　曾84臆3322

囲84-4730

成田空港に関する相談

日　　時　月一金曜日　午前9時一午後4時

場　　所　㈱ふるさとかわち事務所2階
(河内町長竿1 88)

問合せ先　茨城地域相談センタ-
曾84-5　0 1 7

交通事故相談

日　　時　月一金曜日

午前9時一正午午後1時へ4時30分

弁護士相談　水曜日
午後1時-4時(要予約)

場　　所　土浦合同庁舎　本庁舎3F
問合せ先　県南地方交通事故相談所

曾0　2　9-8　2　3- 1 1 2　3

交通事故発生状況
町内の交通事故3月発生状況

(前月比) (累計)

発生件数(人身事故)　5件(±0) (15)

死者数　　　　　　0人(±0) ( 0)

負傷者数　　　　　　7人(-2) (21)

竜ヶ崎警察署調べ

戸　籍　の　窓

おめでた　　　7人

おくやみ　1 1人

転　　入　　54人

転　　出　　62人

人口･世帯
平成19年4月｢日現在

人　口　11,096人　(-12)

男　　　5,48了人　(-8)

女　　　5,609人　(-4)

世帯数　　3,414世帯(十1)

役　　　　場創4-2111教育韻会学校教育G郵4-3322

都　市上下7腫G創4-2361事務局生涯学習G謎4鴇3
整備課建設蹴G曾84-2921福祉センター馴4-3699

つ　つ　み　会　館曾86-3740保健セ　ン　タ　-曾84-4486

地域包蔵媛センタ- qP60-40了1防(警兼吉o)ち884-2212

社会福祉協議会曾84-2830シルパ-人材センタ-曾84-5455

江戸崎地区

3日

4日

5日

6日

13日

20日

27日

龍ヶ崎地区

内園科　　_園外互二

いなしきクリニック　細井クリニック　いがらしクリニック

曾029-892-33了2　曾029了-66-2000　曾029了-62-0936

坂本(隆)医院　兼子内科循環器科いしかわクリニック
曾029-892-2232　曾029了-64-3105　曾029了-62-0378

ゆはらクリニック　池田病院　　　　*やお鵬秒間クリニック

曾029-894-2002　曾0297-64置1152　曾0297-62-3761

和田医院　　　　山村医院　　　　秋本脳神経外科

曾029-894-2412　曾029了-66-0555　曾029了-64-3311

宮本病院　　　　横田医院　　　　斎藤クリニック

曾029-9了9｢2114　曾029了-62-004了　曾029了-64-3527

坂本耳鼻咽喉科医院山本医院　　　　飯野クリニック
曾029-892-262了　曾029了-66-3348　曾0297-60-2323

古橋医院　　　　福岡小児科医院　牛尾病院
曾029-978-3了了0　曾029了-66-3245　曾029了-66-6111

※休日当番医は変更することがあります｡

診療を受ける際は.必ず電話でご確認ください｡

県救急E震雌`シろテA-:_2_4時世5萱草±_A_宣壁土三と_#T_き*t_.

救急医療請報コントロ-ルセンタ-　曾029-41-4199

救急医療情報システム
ホ-ムぺ-ジ　htto //wwwQqPref ibaraki具)/

携帯サイト　ht巾//qqp｢efiba｢aki｣P/kt/

皇｣聖書聖書収　日｣l　燃えな臆上三園三三些呈上

A地区　8,22　C地区1･5･29　A地区　　　　C地区

鵬

B地区17･31 D地区10･24　B地区　　　　D地区

26

燃~え言三言~竜~占|｢~高夫三:みa,言論妄言~｢

全地区　毎週月･水･金曜日　　　5月中の予約-6月2日

二二　川　　　　　　　　音　　　　　　　音｣　音　　　　　　音

醐牢努盤芳田


